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熊本平野南東部に見られる活断層群
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も高位・中位・低位の語はこの地域のみに適

要される便宜的なものである。なお、北甘木

部落東方に拡がる台地を、北甘木台地、その

南の上・下高野部落の乗る台地を高野台地と

仮に呼んで以下に使用する。

1．はじめに

筆者らは、近年、阿蘇カルデラ西側山麓部

の地質調査を進めている。筆者の一人鶴田は

1977年、熊本大学教育学部に在学中、卒

業研究として嘉島町東部の台地部分の地質調

査を行った。その結果明らかになったことの

うち、砥川溶岩噴出時期及び、砥川溶岩の分

布に大きな影響を与えた活断層群について報

告する。なお詳しくは周辺地域の資料を加え

て発表する予定である。調査中は熊大教育学

部田村実教授には終始ご指導、ご助言をいた

だいた。九州農政局の籾倉克幹地質官には多

くの未公表資料を提供していただき、有益な

ど意見をいただいた。以上の方右に深く感謝

申し上げる。

3．砥川溶岩の噴出時鄭

松本（1974）は間II溶岩の噴出源を赤井

スコリア丘に求め、その噴出時期をAso－3

火砕流とAso－4火砕流(渡辺･小野、1969)

の間とした。砥川溶岩の海抜高度の変化する

不自然な分布は、布田川断層（渡辺・小野、

前出）による変位で説明した．今回の調査結

果でも砥川溶岩の噴出口を赤井火山に求める

ことについては同様であるが、赤井スコリア丘と砥

Jl熔岩の噴出噸脆、松本のいうようにASO－3，

－4間ではなくA8o－1、－2間である（籾

倉・渡辺、1977)◎調査地域内では船野山北

麓で赤井火山のスコリアをA80－3がおおい、

北甘木台地の高速道カッティングで砥川溶岩

がAso-3におおわれているのか確認され、

また砥川の川床で砥川溶岩の下位にみられる

溶結凝灰岩はAso－lに対比される。この関

係は籾倉・渡辺（前出）の結果と調和する。

2．地質概要

本地域では東方に白亜系御船層群および洪

積世の安山岩から成る船野山が山地を形成し、

火山噴出物・洪積砂レキ層から成る段丘状の

地形、および台地がその山麓に接している。

第四系の層序は表1に示す通りである。地質

図は第1図に示した。第2図には周辺部を含

めて、活断層群を示した。表および地質図中

の段丘の区分については疑問点も多く、名称
4．活断層群について

今回の調査で、松本（前出）が指摘した布

田川断層の延長とは別に付近に多くの断層が走

っていることがわかった（第1図、第2図参

照）。ここに示した断層（推定断層を含む）

は第四紀の砥川溶岩、火砕流堆積物や砂レキ

層を切っているという意味ですべて活断層で

ある。

本地域の活断層の方向は大略、北東～南西

表－1調査地域の層序
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第1図地質図

1．沖積層2．段丘レキ層（下から高位、中位、低位)3.A80-4火砕流堆積物
4．Aso－3，－4間堆積物5．A8o－3火砕流堆積物6．赤井火山噴出物
7.Aso-l火砕流堆積物8.先Aso-1砂牒層9．船野山安山岩
10.御船層群11.断層

〃 鯵

第2図調査地域および周辺部の活断層群

1．赤井スコリア丘2．砥川溶岩3．船野山安山岩

5．推定断層（同）6．等高線（山地部は省略）

－3－

4．断層（矢印は落ちの方向〕



方向を示す。この方句ま本地域の北東部に接する地

域の布田JI断層（渡辺･小野、前出）、さらに斗陳

方の立野火口瀬を通る」|句止獅冒の方向とほぼ平行

Lﾉている。それらの断層も第四紀の火砕流堆積吻や

溶岩を切っている断層であり、（渡辺・1972）

本地域の断層群の斗陳方延長に位置する。

悶1国①は､東方の山地と平野部〕境を走り、東方

の4断層群に綿ﾊているようにみえる。また隙鱈①

は西南方では砥川部落付近から南南西に屈曲

している。この断層は砥川溶岩と赤井スコリア

丘とを切っており、飯野小錐でのボーリングで砥

川溶岩D表面の“高度が-30m(地質図参照)で、

画I榔落でのそれは約+40mである。この高度差

が附鱈にエるずれであると考えると、7Ow北西側

が落ちこんでいることになる。

断層Q地質図に示すように咽|熔岩は北甘木台

地には露出するが､断層②と①の間で現在蝿構伏

の低地になっている音鴎､では露出せず、その上面が

ボーリング資料で－30mにある。断層②は野外

で9覇に地層を切っている露頭まI薩認できないが、

諭述の咽|熔岩の分布割愛のずれ、洪積レキ層の明

瞭な段とそれに伴う河道のオフセット（みかけ上、

右ずれ）がみられること（下高野の斗防)などから、

その存在は1腰実と考えられる｡断層②の動v穴時期

については、この断層がAso-4(""c年代で

43000年より古い年代を示す）以降の洪積砂レ

キ層を切っていることから判脚fして、かなり新しい

ようである。

断層③は地形的には北甘木台地の4”崖を形

成しているものである。咽I熔岩上面の海抜高度は

北甘木台地で30畑で、この断層の北側の熊本市水

源ボーリンク結果では、それIj急､に－50mまで下

がる。したがって溶岩の上面等高線まこの“すぐ

北側で崖に平行かつ密になり断l卵の存在を暗示

している。同様に砥I熔岩も蛎火J砕流堆積吻の上

面等高線のずれから断層④が推定される｡断i商③

④間は現在、沖積層で埋められた凹地形を示

すが地下においても砥川溶岩や阿蘇火砕流堆

積物が地溝状くぼみを形作って1八て凹地形の

原形をつくっている。その落差は北甘木台地化側

で約80堀、断層④の南北で約20mないし

30噸と推定される。断層③を北東方向に延

長すれば、ちょうど断層①の北東部に連結す

るセンスにありさらにその延長は布田川断層に連

なると推定される。しかしながら布田||断層の南

西延長が断層①の方行へのびるか、断層③の

方向にのびるかは現在のところ不明である。その

他の断層については、断)鋤の北東方に方向

が同じセンスのいくつかの断層が示されてい

るが、これは空中写真で明瞭な断層崖と判断

されるものを記入したものである。他の？印

の点線は空中写真で認められる線構造である。

全体としてこれらの断層群は北甘木台地や高野

台地及び木山川流域の低地や北甘木台地東方の

地溝状凹地の原形をつくったものと考えられ、そ

れによって咽|熔岩の海抜高度の変化や地表分布

についても合理的に説明される。本地域の活断層

群は布田川断層や斗嗣山断層の活断層とともに、

日奈久断層の北東延長にあたる可能性もあり、

また従来からその存在が指適されている大分

一熊本構造線の位置にも近い”了にあるなどそ

れらとの関係については今後検討する必要がある。

これらの断層の動きが、いつの時ｲ勅愈ら始まって

いたかは不明であるが、和山川流域の低地は少なく

ともAso-1以前から存在している（渡辺．小野、

前出；籾倉・渡辺､未公表)。一方断層②は

Aso－4より若い段丘砂レキ層を切っている。こ

のことから判断して、これらの断層群は第四紀後

期以来動きつづけているものと考えられる。
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